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測定尺度：K６※1 

気分の落ち込みや不安に関する
６項目に０～４点で回答 
合計13点以上で、気分障害や
不安障害の可能性を疑う 
 

測定尺度：PCL※2 

被災体験に対して、時々起こ
る問題や訴え（トラウマ反
応）に関する17項目に１～５
点で回答 
44点以上で、PTSDの可能性
を疑う 

こころの 
健康度 こころの健康度・生活習慣に関する調査 わかってきたこと（1/4） 

第11、15、19回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成 

最新の調査結果：http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/kenkocyosa-kentoiinkai.html へ 

・K ６※１は、平成 23 年度調査及び、平成 24 年度調査と比較して低下しているものの、
依然高い値を示しました。

・性別では、男性より女性のほうが高い値を示し、年齢別では 70 代以上で高く、10 代
では低い傾向があり、これらの傾向は平成 23 年度調査及び、平成 24 年度調査と同様
でした。

・PCL ※２は、平成 23 年度調査及び、平成 24 年度調査と比較して低下しているものの、
依然高い値を示しました。

※１：K ６＝気分の落ち込みや不安の程度を測る尺度（≒ものさし）
気分の落ち込みや不安に関する６項目（例：「神経過敏に感じましたか」「絶望的だ
と感じましたか」等）について、それぞれ過去 30 日間にどれくらいの頻度であっ
たかを回答していただきました。この項目は 16 歳以上を対象に実施。この項目に
よって気分障害や、不安障害の可能性について、日常生活に支障を来すレベルかど
うかを判定しました。

※２：PCL ＝トラウマ反応を測る尺度（≒ものさし）
被災の体験に対して時々起こる問題や訴え（トラウマ反応）に関する17項目（例：「そ
のストレス体験の、こころをかき乱すような記憶、考え、イメージ（光景等）を繰
り返し思い出す」「そのストレス体験の、こころをかき乱すような夢を繰り返し見る」
等）について、それぞれ過去 30 日間にどれくらいあったかを回答していただきま
した。この項目によって、トラウマ反応の強さについて判定しました。

本資料への収録日：平成 27 年３月 31 日
改訂日：平成 28 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第10章 健康管理 




